第1回保護者アンケート結果について
アンケート実施日…平成26年7月11日（金）～17（木）
回収数………………362／628
· 今年度より，できるだけ多くのアンケートが回収できるよう，夏季休業前の懇談会の機会を利用して行った。

· 学校教育目標具現化の進捗状況が分かるようにするために，昨年度までの内容を参考に学校評価アンケートを実施。

· アンケートの各設問を「めざす生徒像」と学校の取組に対応させて分析した。

「めざす生徒像」

学び続ける生徒

心身共に健康な生徒
自他を大切にする生徒
礼節を重んじる生徒
アンケートの項目

子どもが睡眠時間を十分にとること。
子どもが必ず朝食をとること。
子どもが人権を大切にする気持ちを持つこと。
子どもが学校生活を楽しみにすること。
子どもがあいさつをすすんで行うこと。
子どもが授業の内容を理解していること。
子どもが家庭学習に取り組むこと。
子どもが部活動に積極的に参加すること。
子どもが学校行事に進んで参加すること。
学校が子どもの相談に応じること。
学校が家庭連絡・情報発信を行うこと。
子どもの教育に学校・家庭・地域が連携をとること。
· 今年度より新学校評価システムを活用し，各アンケート項目を「どのくらい重要だと思うか（重要度）」と「実現できていると思うか（実現度）」に分けて質問を行い，その結果（集計表）を分析した。
集計表の見方
「重要である」「よく出来ている」＝７
「やや重要である」「出来ている」＝５

「あまり重要ではない」「あまり出来ていない」＝３

「重要ではない」「出来ていない」＝１
すべての回答の合計を平均し，重要度と実現度を表した。

重要度に対する実現度の差をニーズ度と表した。

ニーズ度は「重要度×（８－実現度）」で計算し，ニーズ度の最高ポイントは49となる。ニーズ度が高いものほど「重要であるが実現できていない」ものであると考えられる。
· アンケートの結果より
・今年度，アンケートを昨年度までの休日参観の機会に協力していただくやり方から，懇談会の待ち時間などに協力していただくやり方に変えた結果，半数以上の保護者に協力していただくことができた。
・ニーズ度が高い（重要であるが実現できていない）ものは「子どもが睡眠時間を十分にとること」「子どもが授業の内容を理解していること」「子どもが家庭学習に取り組むこと」がどの学年でも上位３を占めている。これらのことから「学習が十分にわかっているとは言えないので，家庭学習に取り組んでいく必要があるが，遅くまで起きているわりに勉強に時間をかけていない。」という子ども像が見えてくる。また，昨年度までのアンケートの「子どもたちは自主的に学習に取り組んでいる」「子どもたちは授業がよくわかると言っている」という学習面についてポイントが低かった傾向が引き続いているということもわかる。中学校では「わかる授業」に向けての取組や家庭学習プリントの作成など，この問題の解決に取り組んでいるが，まだ効果は不十分で今後さらに努力していかなければならない。
・実現度が高いものとして各学年共通しているのが「子どもが朝食を必ずとること」「子どもが部活動に積極的に参加すること」で，特に部活動への参加については昨年度から引き続いており，太秦中学校が部活動に熱心であるということが言える。朝食についての質問は今年度より新しく加えたもので，
　 家庭で朝食をしっかりととっていることがわかる。

・ニーズ度が高いものを「重要であるが実現できていない」と考えるが，ポイントから上をニーズ度が高いとするか，また個人によって実現度のとらえかたも違ってくることも考えられる。仮にニーズ度の最高ポイントが49で最低ポイントは０となるため，中間の25から上をニーズ度が高いとするならば，1年生では12項目のうち10項目が25を上回り，２年生では７項目，３年生では８項目が上回っている。今後のアンケートの基準として，ニーズ度の変化について比較し評価することにより，取組の成果を評価していく必要がある。
　　 

